
(57)【要約】

本発明は、動脈瘤頚部と動脈瘤内壁を有する動脈瘤を閉

塞する装置に関する。一般的に、本発明にかかる装置は

、ＮｉＴｉなどの形状記憶合金で一体的にできたメッシ

ュ状構造を有する。この装置は、動脈瘤頚部を介して動

脈瘤内で展開する。この装置は、展開状態と、非展開状

態にあるように構成されており、より高温にさらされる

ことによって、及び／又は、圧迫が開放されることによ

って、非展開状態から展開状態に遷移する。この装置は

、脈管閉塞コイル、及び／又は液体塞栓物質などのより

微細な脈管閉塞装置を保持するように機能しうる。更に

、この装置自体が、脈管閉塞装置として機能しうる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
動 脈 瘤 ネ ッ ク と 動 脈 瘤 内 壁 を 有 す る 動 脈 瘤 を 閉 塞 す る の に 使 用 さ れ る 脈 管 閉 塞 装 置 に お い
て 、
　 近 位 端 と 遠 位 端 を 具 え 、 こ れ ら の 近 位 端 と 遠 位 端 の う ち の 少 な く と も 一 方 が 、 非 展 開 形
状 の と き に 前 記 動 脈 瘤 頚 部 を 介 し て 挿 入 さ れ 、 展 開 形 状 の と き に 前 記 動 脈 瘤 内 壁 の 少 な く
と も 一 部 に 対 向 し て 広 が っ て 開 く よ う に 構 成 さ れ て い る メ ッ シ ュ 状 構 造 を 具 え る こ と を 特
徴 と す る 脈 管 閉 塞 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 脈 管 閉 塞 装 置 に お い て 、 前 記 メ ッ シ ュ 状 構 造 が 更 に 、 中 央 管 状 エ レ メ ン
ト を 具 え る こ と を 特 徴 と す る 脈 管 閉 塞 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 脈 管 閉 塞 装 置 に お い て 、 前 記 近 位 端 お よ び 遠 位 端 の 少 な く と も 一 方 が 、
遠 位 端 を 構 成 す る こ と を 特 徴 と す る 脈 管 閉 塞 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 脈 管 閉 塞 装 置 に お い て 、 前 記 近 位 端 お よ び 遠 位 端 の 少 な く と も 一 方 が 、
近 位 端 を 構 成 す る こ と を 特 徴 と す る 脈 管 閉 塞 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 脈 管 閉 塞 装 置 に お い て 、 前 記 メ ッ シ ュ 状 構 造 の 近 位 端 が 、 非 展 開 形 状 の
と き に 前 記 動 脈 瘤 ネ ッ ク 内 に 挿 入 さ れ 、 展 開 状 態 の 時 に 前 記 動 脈 瘤 内 壁 の 少 な く と も 一 部
に 対 向 し て 平 坦 デ ィ ク ス 形 状 に 開 く よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 脈 管 閉 塞 装 置
。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 脈 管 閉 塞 装 置 に お い て 、 前 記 近 位 端 及 び 遠 位 端 の 少 な く と も 一 方 が 、 熱
活 性 に よ っ て 展 開 状 態 に 開 く よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 脈 管 閉 塞 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 脈 管 閉 塞 装 置 に お い て 、 前 記 近 位 端 及 び 遠 位 端 の 少 な く と も 一 方 が 、 圧
縮 力 が 開 放 さ れ た と き に 展 開 状 態 に 開 く よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 脈 管 閉 塞
装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 脈 管 閉 塞 装 置 に お い て 、 前 記 メ ッ シ ュ 状 構 造 が 、 複 数 の ブ レ ー ド 状 の 微
細 な ワ イ ヤ か ら 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 脈 管 閉 塞 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 脈 管 閉 塞 装 置 に お い て 、 前 記 メ ッ シ ュ 状 構 造 が 、 Ｎ ｉ Ｔ ｉ 合 金 で で き て
い る こ と を 特 徴 と す る 脈 管 閉 塞 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 ９ に 記 載 の 脈 管 閉 塞 装 置 に お い て 、 前 記 微 細 な ワ イ ヤ が 異 な る 径 を 有 す る こ と を 特
徴 と す る 脈 管 閉 塞 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
請 求 項 ９ に 記 載 の 脈 管 閉 塞 装 置 に お い て 、 前 記 微 細 な ワ イ ヤ の 一 つ か そ れ 以 上 が 放 射 線 不
透 過 物 質 で な る こ と を 特 徴 と す る 脈 管 閉 塞 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 脈 管 閉 塞 装 置 に お い て 、 前 記 メ ッ シ ュ 状 構 造 が 放 射 線 不 透 過 物 質 で 被 覆
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 脈 管 閉 塞 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 脈 管 閉 塞 装 置 が 、 更 に 、 前 記 メ ッ シ ュ 状 構 造 に 連 結 さ れ た 放 射 線 不 透 過
物 質 の マ ー カ を 具 え る こ と を 特 徴 と す る 脈 管 閉 塞 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
動 脈 瘤 頚 部 と 動 脈 瘤 内 壁 を 有 す る 動 脈 瘤 を 閉 塞 す る の に 使 用 さ れ る カ テ ー テ ル ア ッ セ ン ブ
リ に お い て 、
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　 遠 位 端 を 有 す る 送 出 カ テ ー テ ル ； と
　 前 記 カ テ ー テ ル の 遠 位 端 に 取 り 外 し 可 能 に 接 続 さ れ た メ ッ シ ュ 状 構 造 で あ っ て 、 近 位 端
と 遠 位 端 を 具 え 、 こ れ ら の 近 位 端 と 遠 位 端 の う ち の 少 な く と も 一 方 が 、 非 展 開 形 状 の と き
に 前 記 動 脈 瘤 頚 部 内 に 挿 入 さ れ 、 展 開 形 状 の と き に 前 記 動 脈 瘤 内 壁 の 少 な く と も 一 部 に 沿
っ て 広 が り な が ら 開 く よ う に 構 成 さ れ て い る メ ッ シ ュ 状 構 造 ； と
を 具 え る こ と を 特 徴 と す る カ テ ー テ ル ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ５ 】
請 求 項 １ ４ に 記 載 の カ テ ー テ ル ア ッ セ ン ブ リ に お い て 、 前 記 メ ッ シ ュ 状 構 造 が さ ら に 、 中
央 管 状 エ レ メ ン ト を 具 え る こ と を 特 徴 と す る カ テ ー テ ル ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ６ 】
請 求 項 １ ４ に 記 載 の カ テ ー テ ル ア ッ セ ン ブ リ に お い て 、 前 記 近 位 端 及 と 遠 位 端 の 少 な く と
も 一 方 が 遠 位 端 を 構 成 す る こ と を 特 徴 と す る カ テ ー テ ル ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ７ 】
請 求 項 １ に 記 載 の カ テ ー テ ル ア ッ セ ン ブ リ に お い て 、 前 記 近 位 端 と 遠 位 端 の 少 な く と も 一
方 が 近 位 端 を 構 成 す る こ と を 特 徴 と す る カ テ ー テ ル ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ８ 】
請 求 項 １ ６ に 記 載 の カ テ ー テ ル ア ッ セ ン ブ リ に お い て 、 前 記 メ ッ シ ュ 状 構 造 の 近 位 端 が 、
非 展 開 状 態 の と き に 、 前 記 動 脈 瘤 ネ ッ ク 内 に 挿 入 さ れ 、 展 開 状 態 の と き に 、 前 記 動 脈 瘤 内
壁 の 少 な く と も 一 部 に 沿 っ て 平 坦 デ ィ ス ク 形 状 に 開 く よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る カ テ ー テ ル ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ９ 】
請 求 項 １ ４ に 記 載 の カ テ ー テ ル ア ッ セ ン ブ リ に お い て 、 前 記 近 位 端 及 び 前 記 遠 位 端 の 少 な
く と も 一 方 が 、 熱 活 性 に よ っ て 展 開 状 態 に 開 く よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る カ
テ ー テ ル ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
請 求 項 １ ４ に 記 載 の カ テ ー テ ル ア ッ セ ン ブ リ に お い て 、 前 記 近 位 端 及 び 前 記 遠 位 端 の 少 な
く と も 一 方 が 、 圧 縮 力 を 開 放 し た と き に 展 開 状 態 に 開 く よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る カ テ ー テ ル ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ２ １ 】
請 求 項 １ ４ に 記 載 の カ テ ー テ ル ア ッ セ ン ブ リ に お い て 、 前 記 メ ッ シ ュ 状 構 造 が 複 数 の ブ レ
ー ド 状 の 微 細 ワ イ ヤ で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る カ テ ー テ ル ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
請 求 項 １ ４ に 記 載 の カ テ ー テ ル ア ッ セ ン ブ リ に お い て 、 前 記 メ ッ シ ュ 状 構 造 が Ｎ ｉ Ｔ ｉ 合
金 か ら な る こ と を 特 徴 と す る カ テ ー テ ル ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
請 求 項 ２ １ に 記 載 の カ テ ー テ ル ア ッ セ ン ブ リ に お い て 、 前 記 微 細 ワ イ ヤ が 異 な る 径 を 有 す
る こ と を 特 徴 と す る カ テ ー テ ル ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
請 求 項 ２ １ に 記 載 の カ テ ー テ ル ア ッ セ ン ブ リ に お い て 、 前 記 微 細 ワ イ ヤ が 放 射 線 不 透 過 物
質 で な る こ と を 特 徴 と す る カ テ ー テ ル ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
請 求 項 １ ４ に 記 載 の カ テ ー テ ル ア ッ セ ン ブ リ に お い て 、 前 記 メ ッ シ ュ 状 構 造 が 放 射 線 不 透
過 物 質 で 被 覆 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る カ テ ー テ ル ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
請 求 項 １ ４ に 記 載 の カ テ ー テ ル ア ッ セ ン ブ リ が 、 更 に 前 記 メ ッ シ ュ 状 構 造 に 連 結 さ れ た 放
射 線 不 透 過 物 質 の マ ー カ を 具 え る こ と を 特 徴 と す る カ テ ー テ ル ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
請 求 項 １ ４ に 記 載 の カ テ ー テ ル ア ッ セ ン ブ リ に お い て 、 前 記 メ ッ シ ュ 状 構 造 が 、 電 解 的 に
切 断 可 能 な 方 法 、 引 き 出 し 可 能 な シ ー ス を 用 い た 方 法 、 及 び 押 し 出 し 法 か ら な る 群 か ら 選
択 さ れ た 方 法 を 用 い て 、 前 記 動 脈 瘤 へ 送 出 す る こ と が 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る カ テ ー
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テ ル ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
動 脈 瘤 頚 部 と 動 脈 瘤 内 壁 を 有 す る 動 脈 瘤 を 閉 塞 す る の に 使 用 さ れ る 脈 管 閉 塞 装 置 で あ っ て
、 前 記 動 脈 瘤 が 脈 管 内 壁 を 有 す る 脈 管 内 に 存 在 す る 脈 管 閉 塞 装 置 に お い て 、
　 保 持 器 及 び ア ン カ を 具 え る メ ッ シ ュ 状 構 造 で あ っ て 、 前 記 保 持 器 が 、 非 展 開 状 態 の と き
に 前 記 動 脈 瘤 頚 部 内 に 挿 入 さ れ 、 展 開 状 態 の と き に 前 記 動 脈 瘤 頚 部 の 周 辺 の 動 脈 瘤 内 壁 の
一 部 に 沿 っ て 広 が る よ う に 構 成 さ れ て い る メ ッ シ ュ 状 構 造 を 具 え 、 前 記 動 脈 瘤 内 壁 の 一 部
が 前 記 メ ッ シ ュ 状 構 造 に よ っ て カ バ ー さ れ て お ら ず 、 前 記 ア ン カ が 、 展 開 状 態 に あ る と き
に 、 前 記 動 脈 瘤 頚 部 近 傍 の 前 記 脈 管 内 壁 の 一 部 に 沿 っ て 広 が る よ う に 構 成 さ れ て い る 、
こ と を 特 徴 と す る 脈 管 閉 塞 装 置 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
請 求 項 ２ ８ に 記 載 の 脈 管 閉 塞 装 置 に お い て 、 前 記 メ ッ シ ュ 状 構 造 が 、 さ ら に 中 央 管 状 エ レ
メ ン ト を 具 え 、 前 記 保 持 器 と ア ン カ が 、 前 記 中 央 管 状 エ レ メ ン ト の 対 向 す る 端 部 に 形 成 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 脈 管 閉 塞 装 置 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
請 求 項 ２ ８ に 記 載 の 脈 管 閉 塞 装 置 に お い て 、 前 記 保 持 器 と 前 記 ア ン カ が 、 平 坦 デ ィ ス ク の
形 状 を し て い る こ と を 特 徴 と す る 脈 管 閉 塞 装 置 。
【 請 求 項 ３ １ 】
請 求 項 ２ ８ に 記 載 の 脈 管 閉 塞 装 置 に お い て 、 前 記 保 持 器 が 拡 開 し た カ ッ プ の 形 状 を な し 、
前 記 ア ン カ が 平 端 デ ィ ス ク の 形 状 を な し て い る こ と を 特 徴 と す る 脈 管 閉 塞 装 置 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
請 求 項 ２ ８ に 記 載 の 脈 管 閉 塞 装 置 に お い て 、 前 記 保 持 器 と ア ン カ が 、 熱 活 性 に よ っ て 展 開
形 状 に 開 く よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 脈 管 閉 塞 装 置 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
請 求 項 ２ ８ に 記 載 の 脈 管 閉 塞 装 置 に お い て 、 前 記 保 持 器 と ア ン カ が 、 拘 束 さ れ な い 状 態 に
あ る と き に 前 記 展 開 形 状 に 開 く よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 脈 管 閉 塞 装 置 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
請 求 項 ２ ８ に 記 載 の 脈 管 閉 塞 装 置 に お い て 、 前 記 メ ッ シ ュ 状 構 造 が 、 複 数 の ブ レ ー ド 状 の
微 細 ワ イ ヤ か ら 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 脈 管 閉 塞 装 置 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
請 求 項 ２ ８ に 記 載 の 脈 管 閉 塞 装 置 に お い て 、 前 記 メ ッ シ ュ 状 構 造 が Ｎ ｉ ｈ 合 金 で で き て い
る こ と を 特 徴 と す る 脈 管 閉 塞 装 置 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
請 求 項 ３ ４ に 記 載 の 脈 管 閉 塞 装 置 に お い て 、 前 記 複 数 の ブ レ ー ド 状 の 微 細 ワ イ ヤ が 、 異 な
る 径 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 脈 管 閉 塞 装 置 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
請 求 項 ３ ４ に 記 載 の 脈 管 閉 塞 装 置 に お い て 、 前 記 微 細 ワ イ ヤ が 放 射 線 不 透 過 性 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 脈 管 閉 塞 装 置 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
請 求 項 ２ ８ に 記 載 の 脈 管 閉 塞 装 置 に お い て 、 前 記 メ ッ シ ュ 状 構 造 が 放 射 線 不 透 過 性 材 料 で
被 覆 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 脈 管 閉 塞 装 置 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
請 求 項 ２ ８ に 記 載 の 脈 管 閉 塞 装 置 が 、 更 に 、 前 記 メ ッ シ ュ 状 構 造 に 連 結 さ れ た 放 射 線 不 透
過 性 マ ー カ を 具 え る こ と を 特 徴 と す る 脈 管 閉 塞 装 置 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
動 脈 瘤 頚 部 と 動 脈 瘤 内 壁 を 有 す る 動 脈 瘤 を 閉 塞 す る の に 使 用 さ れ る カ テ ー テ ル ア ッ セ ン ブ
リ に お い て 、
　 遠 位 端 を 有 す る 送 出 カ テ ー テ ル ； と
　 前 記 カ テ ー テ ル の 遠 位 端 に 離 脱 可 能 に 接 続 さ れ た メ ッ シ ュ 状 構 造 で あ っ て 、 保 持 器 と ア
ン カ を 具 え 、 前 記 保 持 器 が 、 非 展 開 形 状 の と き に 前 記 動 脈 瘤 頚 部 内 に 挿 入 さ れ 、 展 開 形 状
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の と き に 前 記 動 脈 瘤 頚 部 周 辺 の 前 記 動 脈 瘤 内 壁 の 一 部 に 沿 っ て 広 が る よ う に 構 成 さ れ て お
り 、 前 記 動 脈 瘤 内 壁 の 一 部 は 前 記 メ ッ シ ュ 状 構 造 に よ っ て カ バ ー さ れ て お ら ず 、 前 記 ア ン
カ が 、 展 開 状 態 の 時 に 前 記 動 脈 瘤 頚 部 近 傍 に お い て 、 前 記 脈 管 の 内 壁 の 一 部 に 沿 っ て 広 が
る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る カ テ ー テ ル ア ッ セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ４ １ 】
請 求 項 ４ ０ に 記 載 の 脈 管 閉 塞 装 置 に お い て 、 前 記 メ ッ シ ュ 状 構 造 が 更 に 中 央 管 状 エ レ メ ン
ト を 備 え 、 前 記 保 持 器 及 び ア ン カ が 前 記 中 央 管 状 エ レ メ ン ト に 対 向 す る 端 部 に 形 成 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 脈 管 閉 塞 装 置 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
請 求 項 ４ ０ に 記 載 の 脈 管 閉 塞 装 置 に お い て 、 前 記 保 持 器 と ア ン カ が 平 坦 デ ィ ス ク 形 状 で あ
る こ と を 特 徴 と す る 脈 管 閉 塞 装 置 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
請 求 項 ４ ０ に 記 載 の 脈 管 閉 塞 装 置 に お い て 、 前 記 保 持 器 が 拡 開 カ ッ プ 形 状 を な し 、 前 記 ア
ン カ が 平 坦 デ ィ ス ク 形 状 を な し て い る こ と を 特 徴 と す る 脈 管 閉 塞 装 置 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
請 求 項 ４ ０ に 記 載 の 脈 管 閉 塞 装 置 に お い て 、 前 記 保 持 器 と ア ン カ が 、 熱 活 性 に よ っ て 展 開
形 状 に 開 く よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 脈 管 閉 塞 装 置 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
請 求 項 ４ ０ に 記 載 の 脈 管 閉 塞 装 置 に お い て 、 前 記 保 持 器 と ア ン カ が 、 拘 束 さ れ な い 状 態 に
あ る と き に 展 開 状 態 に 開 く よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 脈 管 閉 塞 装 置 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
請 求 項 ４ ０ に 記 載 の 脈 管 閉 塞 装 置 に お い て 、 前 記 メ ッ シ ュ 状 構 造 が 複 数 の ブ レ ー ド 状 の 微
細 ワ イ ヤ で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 脈 管 閉 塞 装 置 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
請 求 項 ４ ０ に 記 載 の 脈 管 閉 塞 装 置 に お い て 、 前 記 メ ッ シ ュ 状 構 造 は 、 Ｎ ｉ Ｔ ｉ 合 金 か ら な
る こ と を 特 徴 と す る 脈 管 閉 塞 装 置 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
請 求 項 ４ ６ に 記 載 の 脈 管 閉 塞 装 置 に お い て 、 前 記 複 数 の 微 細 ワ イ ヤ が 異 な る 径 を 有 す る こ
と を 特 徴 と す る 脈 管 閉 塞 装 置 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
請 求 項 ４ ６ に 記 載 の 脈 管 閉 塞 装 置 に お い て 、 前 記 微 細 ワ イ ヤ が 放 射 線 不 透 過 性 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 脈 管 閉 塞 装 置 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
請 求 項 ４ ０ に 記 載 の 脈 管 閉 塞 装 置 に お い て 、 前 記 メ ッ シ ュ 状 構 造 が 放 射 線 不 透 過 物 質 で 被
覆 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 脈 管 閉 塞 装 置 。
【 請 求 項 ５ １ 】
請 求 項 ４ ０ に 記 載 の 脈 管 閉 塞 装 置 が 、 更 に 、 前 記 メ ッ シ ュ 状 構 造 に 接 続 さ れ た 放 射 線 不 透
過 性 の マ ー カ を 具 え る こ と を 特 徴 と す る 脈 管 閉 塞 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 脈 管 閉 塞 に 関 す る も の で あ り 、 特 に 、 動 脈 瘤 内 に 脈 管 閉 塞 装 置 を 保 持 す る 装
置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】

　 様 々 な イ ン プ ラ ン ト 可 能 な 医 療 装 置 が 、 身 体 の 内 腔 に 関 連 す る 多 く の 病 気 の 治 療 用 に 開
発 さ れ て い る 。 特 に 、 閉 塞 装 置 は 血 管 ま た は 体 内 の そ の 他 の 空 間 を 塞 ぐ の に 有 益 で あ る 。
血 管 動 脈 瘤 な ど 、 い く つ か の 体 内 の 空 間 は 、 動 脈 壁 が 弱 く な る た め に 形 成 さ れ る 。 こ れ ら
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の 動 脈 瘤 は 、 多 く の 場 合 内 出 血 部 位 及 び 梗 塞 部 位 で あ る 。 様 々 な 塞 栓 物 質 が 、 少 な く と も
ほ ぼ 間 違 い な く 、 こ れ ら の 異 常 に 対 す る 好 適 な 治 療 法 と し て 知 ら れ て い る 。 こ れ ら の 治 療
法 は 、 一 般 的 に 「 人 工 脈 管 閉 塞 術 」 と し て 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 過 去 数 年 の 間 、 血 管 お よ び 動 脈 瘤 の 人 工 的 な 閉 塞 技 術 の 発 達 は 、 脈 管 閉 塞 装 置 と し て 金
属 コ イ ル の 配 設 お よ び イ ン プ ラ ン テ ー シ ョ ン を 含 む も の で あ っ た 。 脈 管 内 腔 あ る い は 動 脈
瘤 の 人 工 的 な 閉 塞 装 置 と し て 有 用 な イ ン プ ラ ン ト 可 能 な 金 属 コ イ ル を 、 こ こ で は 「 脈 管 閉
塞 コ イ ル 」 と 呼 ぶ 。 脈 管 閉 塞 コ イ ル は 、 一 般 的 に は 一 本 の ワ イ ヤ で 構 成 さ れ て お り 、 通 常
、 螺 旋 に 巻 か れ た 金 属 あ る い は 合 金 で で き て い る 。 脈 管 閉 塞 コ イ ル は 、 カ テ ー テ ル の 遠 位
端 か ら 装 置 を 放 出 す る 際 に 不 規 則 な 形 状 と な る 。 様 々 な 脈 管 閉 塞 コ イ ル が 公 知 で あ る 。 例
え ば 、 Ritchart他 の 米 国 特 許 第 4,994,069号 は 、 小 さ い 血 管 の 脈 管 閉 塞 に 使 用 さ れ る フ レ
キ シ ブ ル で 、 好 ま し く は コ イ ル 状 の ワ イ ヤ を 開 示 し て い る 。 そ の 当 時 以 前 に 使 用 さ れ て い
た 脈 管 閉 塞 コ イ ル と 違 っ て 、 Ritchart他 の コ イ ル は 、 か な り 柔 ら か く 、 カ テ ー テ ル 内 腔 に
お い て 押 し 出 し 具 を 用 い て 該 当 部 位 に 送 り 出 さ れ る も の で あ る 。 こ の 部 位 を 埋 め る た め に
、 こ の コ イ ル は 送 出 カ テ ー テ ル か ら の 放 出 時 に 、 ラ ン ダ ム な 、 あ る い は 規 則 的 な 、 多 数 の
形 状 を な す 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ れ ら の コ イ ル は 、 小 さ い 血 管 部 位 、 例 え ば 、 直 径 0.5～ 6ｍ ｍ ほ ど の 部 位 に 使 用 す る こ
と が で き る 。 コ イ ル 自 体 は 、 直 径 0.010乃 至 0.030イ ン チ と 記 載 さ れ て い る 。 コ イ ル の ワ イ
ヤ の 長 さ は 、 典 型 的 に は 閉 塞 す る 血 管 径 の 15～ 20倍 で あ る 。 コ イ ル を 作 る の に 使 用 す る ワ
イ ヤ は 、 例 え ば 、 直 径 0.002乃 至 0.006イ ン チ で あ る 。 タ ン グ ス テ ン 、 プ ラ チ ナ 、 お よ び 金
の ス レ ッ ド あ る い は ワ イ ヤ が 好 ま し い と さ れ て い る 。 こ れ ら の コ イ ル に は 、 相 対 的 に 永 久
的 で あ り 、 Ｘ 線 撮 影 が 容 易 で あ り 、 し っ か り 規 定 さ れ た 血 管 部 位 に 位 置 さ せ る こ と が で き
る 、 回 収 可 能 で あ る と い っ た 事 実 を 含 む 、 様 々 な 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 様 々 な タ イ プ の 空 間 充 填 メ カ ニ ズ ム と 、 脈 管 閉 塞 コ イ ル の ジ オ メ ト リ に 加 え て 、 そ の 他
、 送 出 カ テ ー テ ル を 介 し て 脈 管 閉 塞 コ イ ル を 送 り 出 し 、 所 望 の 閉 塞 部 位 に コ イ ル を イ ン プ
ラ ン ト す る メ カ ニ ズ ム な ど 、 特 化 さ れ た 特 徴 を 持 つ コ イ ル 設 計 も 開 示 さ れ て い る 。 こ の 送
出 メ カ ニ ズ ム に 基 づ く 脈 管 閉 塞 コ イ ル の カ テ ゴ リ の 例 に は 、 押 し 出 し 可 能 コ イ ル 、 機 械 的
離 脱 式 コ イ ル 、 電 解 離 脱 式 コ イ ル が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 「 押 し 出 し 可 能 コ イ ル 」 と 呼 ば れ る 脈 管 閉 塞 コ イ ル の タ イ プ の 一 例 が 、 上 記 Ritcha
rt他 の 特 許 に 開 示 さ れ て い る 。 押 し 出 し 可 能 コ イ ル は 、 通 常 、 カ ー ト リ ッ ジ に 装 填 さ れ て
お り 、 カ ー ト リ ッ ジ か ら 送 出 カ テ ー テ ル ル ー メ ン 内 へ 押 し 出 さ れ る か 、 あ る い は 「 突 き 出
さ れ る 」 。 押 し 出 し 具 が 、 押 し 出 し 可 能 コ イ ル を 送 出 カ テ ー テ ル 内 腔 内 に 押 し 進 め 、 更 に
閉 塞 部 位 へ と 押 し 出 す 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 機 械 的 離 脱 式 脈 管 閉 塞 コ イ ル は 、 典 型 的 に は 、 押 し 出 し ロ ッ ド と 一 体 的 に 構 成 さ れ て お
り 、 送 出 カ テ ー テ ル か ら 出 た 後 、 そ の 押 し 出 し 具 の 遠 位 端 か ら 機 械 的 に 外 さ れ る 。 こ の よ
う な 、 機 械 的 離 脱 式 脈 管 閉 塞 コ イ ル の 例 は 、 Engelsonの 米 国 特 許 第 5,261,916号 、 あ る い
は Palermoの 米 国 特 許 第 5,250,071号 に 見 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 最 後 に 、 電 解 離 脱 式 脈 管 閉 塞 コ イ ル の 例 は 、 Guglielmi他 の 米 国 特 許 第 5,122,136号 及 び
5,354,295号 に 見 ら れ る 。 こ れ ら の 装 置 に お い て は 、 上 記 ア ッ セ ン ブ リ の 脈 管 閉 塞 部 が 、
電 解 分 離 可 能 な 小 さ い ジ ョ イ ン ト を 介 し て 押 し 出 し 具 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ の 電 解 分
離 可 能 な ジ ョ イ ン ト は 、 コ ア ワ イ ヤ に 適 宜 の 電 圧 を 与 え る こ と に よ っ て 分 離 さ れ る 。 こ の
ジ ョ イ ン ト は 、 脈 管 閉 塞 コ イ ル 自 体 や 、 押 し 出 し 具 の コ ア ワ イ ヤ よ り 先 に 腐 食 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 述 し た と お り 、 動 脈 瘤 に は 、 動 脈 瘤 に 特 有 の 薄 い 血 管 壁 が 破 裂 す る 可 能 性 が あ る と い
う 危 険 が あ る た め 、 特 別 に 深 刻 な 医 療 リ ス ク が あ る 。 隣 接 す る 動 脈 を 閉 塞 す る こ と な く し
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て の 脈 管 閉 塞 コ イ ル の 使 用 に よ る 動 脈 瘤 の 閉 塞 は 、 特 別 な 難 題 で あ り 、 こ の よ う な 破 断 の
リ ス ク を 低 減 す る 望 ま し い 方 法 で あ る 。 こ れ ら の 脈 管 閉 塞 装 置 は 、 典 型 的 に は 、 Engelson
の 米 国 特 許 第 4,739,768号 に 記 載 さ れ て い る 方 法 で 動 脈 瘤 内 に 配 置 さ れ る 。 特 に 、 最 初 に
マ イ ク ロ カ テ ー テ ル を 、 典 型 的 に は 操 縦 可 能 な ガ イ ド ワ イ ヤ を 用 い て 、 動 脈 瘤 内 あ る い は
そ の 入 口 近 傍 に 送 り 込 む 。 こ の ワ イ ヤ は 、 次 い で マ イ ク ロ カ テ ー テ ル の 内 腔 か ら 取 り 出 さ
れ 、 脈 管 閉 塞 コ イ ル に 置 き 換 え ら れ る 。 こ の 脈 管 閉 塞 コ イ ル は 、 こ の マ イ ク ロ カ テ ー テ ル
を 介 し て そ の 外 へ 送 り 出 さ れ 、 好 ま し く は 完 全 に 動 脈 瘤 内 に 送 り 込 ま れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し か し な が ら 、 コ イ ル を 動 脈 瘤 内 に 送 出 し た 後 、 あ る い は 、 お そ ら く 送 出 中 に 、 コ イ ル
の 一 部 が 動 脈 瘤 の 入 口 ゾ ー ン か ら 外 へ 出 て 、 送 出 に 用 い る 血 管 内 に 広 が る と い う 特 別 な リ
ス ク が あ る 。 こ の 送 出 に 用 い る 血 管 内 の コ イ ル の 存 在 は 、 そ こ に 大 変 望 ま し く な い 閉 塞 を
引 き 起 こ す こ と が あ る 。 ま た 、 こ の 血 管 お よ び 動 脈 瘤 内 の 血 流 が 動 脈 瘤 か ら 遠 い と こ ろ に
コ イ ル を 移 動 さ せ 、 送 出 に 用 い る 血 管 内 に よ り 発 達 し た 塞 栓 が で き て し ま う と い う 、 定 量
可 能 な リ ス ク も あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 広 頚 部 動 脈 瘤 と し て 一 般 に 知 ら れ て い る あ る 種 の 動 脈 瘤 は 、 脈 管 閉 塞 コ イ ル の 配 置 と 保
持 が 特 に 困 難 で あ る こ と が 知 ら れ て い る 。 な ぜ な ら 、 実 質 的 な 二 次 形 状 強 度 に 欠 け る 脈 管
閉 塞 コ イ ル は 、 ど ん な に 巧 み に 配 置 し て も 、 動 脈 瘤 内 の 位 置 に 維 持 す る こ と が 難 し い た め
で あ る 。 広 頚 部 動 脈 瘤 は 、 こ こ で は 近 傍 の 血 管 か ら の 頸 部 あ る い は 入 口 ゾ ー ン を 有 す る 血
管 壁 の 動 脈 瘤 を 意 味 す る も の で あ り 、 こ の 入 口 ゾ ー ン は ： （ １ ） 動 脈 瘤 の 最 大 径 の 少 な く
と も 80％ の 径 ； あ る い は 、 （ ２ ） 上 記 の 技 術 を 用 い て 展 開 さ れ た 脈 管 閉 塞 コ イ ル を 有 効 に
保 持 す る の に 広 す ぎ る と 臨 床 的 に 認 め ら れ る 径 、 の い ず れ か を 有 す る ゾ ー ン で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う な 動 脈 瘤 を 閉 塞 す る 一 つ の 方 法 が 、 米 国 特 許 第 6,168,622号 に 記 載 さ れ て い る
。 こ の 特 許 は 、 球 状 の 本 体 部 と ア ン カ を 有 す る 二 次 形 状 を 具 え る 脈 管 閉 塞 装 置 を 記 載 し て
い る 。 球 状 本 体 部 は 、 ア ン カ を 動 脈 瘤 の す ぐ 外 側 に 置 き な が ら 動 脈 瘤 内 に 展 開 し 、 動 脈 瘤
の 頚 部 ま た は 入 口 ゾ ー ン を 覆 う 。 こ の 装 置 は 、 両 端 が ク ラ ン プ さ れ た 、 編 ん だ ニ ッ ケ ル チ
タ ニ ウ ム （ NiTi） ワ イ ヤ で で き た 一 本 の チ ュ ー ブ で 一 体 的 に で き て い る 。 球 状 ボ デ ィ は 、
動 脈 瘤 を 閉 塞 す る よ う 機 能 し 、 一 方 、 ア ン カ は 入 口 ゾ ー ン を カ バ ー す る 。 い く つ か の ケ ー
ス で は 、 今 で も こ の よ う な 装 置 を 有 す る 脈 管 閉 塞 コ イ ル を 展 開 す る こ と が 望 ま れ て い る が
、 こ の 脈 管 閉 塞 装 置 の 球 状 本 体 部 の せ い で 、 コ イ ル を 挿 入 し 展 開 さ せ る 為 の 十 分 な ス ペ ー
ス が 動 脈 瘤 中 に 得 ら れ な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 発 明 は 、 動 脈 瘤 頚 及 び 動 脈 瘤 内 壁 を 有 す る 動 脈 瘤 を 閉 塞 す る 装 置 に 関 す る 。 一 般 的 に
、 本 発 明 に か か る 装 置 は 、 ニ ッ ケ ル チ タ ニ ウ ム （ NiTi） な ど の 形 状 記 憶 合 金 で 一 体 的 に 構
成 さ れ た メ ッ シ ュ 状 構 造 を 有 す る 。 こ の 装 置 は 、 動 脈 瘤 頚 を 介 し て 動 脈 瘤 内 で 高 温 に さ ら
す こ と に よ っ て 及 び ／ 又 は 圧 縮 力 か 展 開 す る 。 こ の 装 置 は 、 展 開 状 態 も し く は 非 展 開 状 態
に 形 成 す る こ と が で き 、 更 に 、 よ り ら 開 放 さ れ る こ と に よ っ て 、 非 展 開 状 態 か ら 展 開 状 態
に 遷 移 す る よ う に 形 成 す る こ と が で き る 。 こ の 装 置 は 、 脈 管 閉 塞 コ イ ル 、 及 び ／ 又 は 液 体
塞 栓 物 質 な ど の よ り 微 細 な 脈 管 閉 塞 装 置 を 保 持 す る よ う に 機 能 す る こ と が で き る 。 更 に 、
こ の 装 置 自 体 が 、 脈 管 閉 塞 装 置 と し て 機 能 す る 。 こ の 装 置 は 、 例 え ば カ テ ー テ ル に よ っ て
、 動 脈 瘤 へ 送 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 第 1の 特 徴 に よ れ ば 、 前 記 メ ッ シ ュ 状 構 造 の 近 位 端 お よ び 遠 位 端 の う ち の 少 な
く と も 一 方 が 、 非 展 開 状 態 で 動 脈 瘤 頚 部 に 挿 入 さ れ る よ う 構 成 さ れ て お り 、 展 開 状 態 で は
、 広 が り な が ら 開 き 、 動 脈 瘤 の 内 壁 の 少 な く と も 一 部 に 沿 っ て 延 び る よ う に 構 成 さ れ て い
る 。 広 が り な が ら 開 い た 端 部 を 有 す る た め 、 こ の 装 置 を 動 脈 瘤 の 形 状 に 合 致 さ せ る こ と が
で き 、 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 本 発 明 の 他 の 特 徴 に よ れ ば 、 前 記 メ ッ シ ュ 状 構 造 の 遠 位 端 が 、 非 展 開 状 態 の と き に 動 脈
瘤 頚 部 を 介 し て 挿 入 さ れ 、 展 開 状 態 の と き に 動 脈 瘤 内 壁 の 少 な く と も 一 部 分 に 沿 っ て 広 が
り 保 持 器 と な る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 近 位 端 は 、 動 脈 瘤 の す ぐ 外 側 で 広 が っ て ア ン カ と
な る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 メ ッ シ ュ 状 構 造 を 正 し い 位 置 に 固 定 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の そ の 他 の 目 的 お よ び 特 徴 を 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 以 下 の 記 載 か ら 明 ら か に す
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 述 し た 、 ま た 、 そ の ほ か の 本 発 明 の 利 点 と 目 的 を よ り 理 解 す る た め に 、 上 に 簡 単 に 説
明 し た 本 発 明 を 、 図 面 に 記 載 さ れ て い る 実 施 例 を 参 照 し て よ り 詳 細 に 説 明 す る 。 こ れ ら の
図 面 は 、 本 発 明 の 典 型 的 な 実 施 例 を 記 載 し て い る だ け で あ り 、 本 発 明 の 範 囲 を 限 定 す る も
の で は な い 。 以 下 に 、 添 付 の 図 面 を 用 い て 本 発 明 を 更 に 詳 細 に 説 明 す る 。
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 に 基 づ く 脈 管 閉 塞 装 置 を 示 す 図 で あ り 、 脈 管 閉
塞 装 置 は 動 脈 瘤 内 で 全 開 し た 状 態 で 示 さ れ て い る 。
【 図 ２ 】 図 ２ （ ａ ） お よ び ２ （ ｂ ） は 、 本 発 明 に よ る 、 図 １ に 示 す 脈 管 閉 塞 装 置 を 製 造 す
る 一 つ の 好 ま し い 方 法 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 に よ っ て 構 成 し た 他 の 脈 管 閉 塞 装 置 を 示 す 図 で
あ る 。 こ こ で は 、 脈 管 閉 塞 装 置 は 動 脈 瘤 内 で 全 開 し た 状 態 で 示 さ れ て い る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 本 発 明 に よ る 、 図 ３ に 示 す 脈 管 閉 塞 装 置 を 製 造 す る 一 つ の 好 ま し い 方 法
を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 に よ っ て 構 成 さ れ た 更 な る 脈 管 閉 塞 装 置 を 示 す
図 で あ り 、 こ こ で は 、 脈 管 閉 塞 装 置 は 動 脈 瘤 内 で 全 開 し た 状 態 で 示 さ れ て い る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 本 発 明 に よ る 図 ５ に 示 す 脈 管 閉 塞 装 置 を 製 造 す る 一 つ の 好 ま し い 方 法 を
示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 に よ っ て 構 成 さ れ た 更 な る 脈 管 閉 塞 装 置 を 示 す
図 で あ り 、 こ こ で は 、 脈 管 閉 塞 装 置 は 動 脈 瘤 内 で 全 開 し た 状 態 で 示 さ れ て い る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 本 発 明 に よ る 図 ７ に 示 す 脈 管 閉 塞 装 置 を 製 造 す る 一 つ の 好 ま し い 方 法 を
示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ （ ａ ） 乃 至 （ ｃ ） は 、 図 １ に 示 す 脈 管 閉 塞 装 置 を 動 脈 瘤 へ 送 出 し 展 開 さ せ る
好 ま し い 方 法 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ （ ａ ） 乃 至 （ ｄ ） は 、 図 ７ に 示 す 脈 管 閉 塞 装 置 を 動 脈 瘤 へ 送 出 し 展 開 さ
せ る 好 ま し い 方 法 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ （ ａ ） 乃 至 （ ｃ ） は 、 図 ５ に 示 す 脈 管 閉 塞 装 置 を 動 脈 瘤 へ 送 出 し 展 開 さ
せ る 好 ま し い 方 法 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】

　 図 １ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 に よ っ て 構 成 さ れ た 脈 管 閉 塞 エ レ メ ン ト １
０ は 、 血 管 ６ ０ の 動 脈 瘤 ４ ０ 内 で 完 全 に 展 開 さ れ た 状 態 で 示 さ れ て い る 。 動 脈 瘤 ４ ０ は 、
対 向 し て 位 置 す る 頚 部 ７ ０ と ド ー ム ４ ５ を 有 す る 。 二 次 的 形 状 に 展 開 さ れ た と き 、 つ ま り
展 開 状 態 に あ る と き 、 脈 管 閉 塞 エ レ メ ン ト １ ０ は 、 通 常 、 中 央 管 状 エ レ メ ン ト １ ５ と 、 近
位 端 ２ ０ 及 び 遠 位 端 ３ ０ を 具 え 、 こ れ ら は 傘 状 に 開 く 。 図 に 示 す よ う に 、 広 が っ た 端 部 20
／ 30は 、 動 脈 瘤 ４ ０ の 形 状 に 合 致 す る 。 脈 管 閉 塞 エ レ メ ン ト １ ０ の 近 位 端 ２ ０ の 径 は 、 頚
部 ７ ０ の 径 よ り 大 き く 、 し た が っ て 、 近 位 端 ２ ０ は 、 頚 部 ７ ０ を 完 全 に 覆 う こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 下 記 に 詳 細 に 述 べ る と お り 、 脈 管 閉 塞 エ レ メ ン ト １ ０ は 比 較 的 密 度 の 高 い 編 み 状 に 作 ら
れ て い る 。 こ の た め 、 近 位 端 ２ ０ は 、 頚 部 ７ を 密 に 覆 う こ と が 可 能 で あ り 、 保 持 器 と し て
機 能 す る 。 し た が っ て 、 脈 管 閉 塞 コ イ ル あ る い は 液 体 塞 栓 物 質 な ど の よ り 微 細 な 脈 管 閉 塞
装 置 を 、 効 果 的 に 動 脈 瘤 ４ ０ 内 に 保 持 す る こ と が 可 能 で あ る か 、 あ る い は 少 な く と も 動 脈
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瘤 ４ ０ か ら こ れ ら の 装 置 が で て し ま う 見 込 み を 最 小 限 に 抑 え ら れ る 。 更 に 、 当 業 者 に は 理
解 さ れ る よ う に 、 近 位 端 ２ ０ を 比 較 的 密 に 覆 う こ と で 、 脈 管 閉 塞 エ レ メ ン ト １ ０ 自 体 が 脈
管 閉 塞 装 置 と し て 機 能 す る 。 開 い た 遠 位 端 ３ ０ は 、 動 脈 瘤 ４ ０ の ド ー ム ４ ５ 近 傍 に 位 置 し
て お り 、 エ レ メ ン ト １ ０ を 安 全 に ド ー ム ４ ５ の 形 状 に 合 致 さ せ る 。 こ れ に よ っ て 、 遠 位 端
３ ０ を 、 ア ン カ と し て 機 能 さ せ て 、 動 脈 瘤 ４ ０ の 全 形 状 に 一 致 さ せ る 必 要 な し に 動 脈 瘤 ４
０ 内 に 固 定 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 エ レ メ ン ト １ ０ は 、 開 い た 遠 位 端 ３ ０ を ド ー ム ４
５ に 合 致 さ せ る だ け で 動 脈 瘤 ４ ０ 内 に 固 定 さ れ る の で 、 動 脈 瘤 ４ ０ の 様 々 な 形 状 お よ び サ
イ ズ に 合 わ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ２ （ ａ ） お よ び （ ｂ ） を 参 照 し て 、 脈 管 閉 塞 装 置 １ ０ の 一 つ の 好 ま し い 製 造 方 法 を 以 下
に 説 明 す る 。 ま ず 、 ブ レ ー ド 状 の 管 状 エ レ メ ン ト １ が 、 複 数 の 細 い ワ イ ヤ ２ を 互 い に 編 ん
で 構 成 さ れ る 。 こ の 管 状 エ レ メ ン ト １ は 、 様 々 な 直 径 の ワ イ ヤ を 編 ん で 形 成 す る こ と も で
き る 。 管 状 エ レ メ ン ト １ の 形 成 に 際 し て は 、 よ り 多 く の 数 の ワ イ ヤ ２ を 用 い る こ と が 好 ま
し く 、 こ れ に よ っ て 、 比 較 的 密 な ブ レ ー ド と な り 、 動 脈 瘤 ４ ０ 内 を 密 に 覆 う こ と が で き る
。 代 替 的 に 、 管 状 エ レ メ ン ト １ は Ｘ 線 不 透 過 性 な も の で も よ い 。 あ る 方 法 で は 、 管 状 エ レ
メ ン ト １ 内 に プ ラ チ ナ Pt、 あ る い は 金 Auな ど の Ｘ 線 不 透 過 性 の フ ァ イ バ を 編 み 込 む よ う に
し て い る 。 他 の 方 法 で は 、 管 状 エ レ メ ン ト １ を Ｘ 線 不 透 過 材 料 で メ ッ キ す る か あ る い は 被
覆 し て い る 。 更 に 、 一 又 は そ れ 以 上 の Ｘ 線 不 透 過 性 マ ー カ を 管 状 エ レ メ ン ト １ に 追 加 す る
よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 好 ま し く は 、 ワ イ ヤ ２ は 、 形 状 記 憶 合 金 で で き て い る 。 形 状 記 憶 合 金 は ど の よ う な タ イ
プ の も の で も 良 い が 、 「 ワ ン ウ エ イ 」 で ト レ ー ニ ン グ さ せ る 形 状 記 憶 合 金 が 好 ま し い 。 ブ
レ ー ド 状 の 管 状 エ レ メ ン ト １ を 形 成 す る の に 好 適 な 形 状 記 憶 合 金 は 、 ニ ッ ケ ル － チ タ ニ ウ
ム (NiTi)で あ り 、 例 え ば 144本 の 0.001” NiTiワ イ ヤ で あ る 。 形 状 記 憶 合 金 は 一 旦 ト レ ー ニ
ン グ す る と 、 予 め 選 択 さ れ た 形 状 、 例 え ば 展 開 後 の 形 状 な ど 、 を 「 記 憶 す る 」 ユ ニ ー ク な
種 類 の 合 金 か ら な り 、 そ の 後 新 し い 形 状 を と ら せ て も 、 予 め 選 択 し た 形 状 に 戻 る こ と が で
き る 。 第 一 の 予 め 選 択 し た 形 状 を 記 憶 さ せ る に は 、 形 状 記 憶 合 金 を 成 型 し て 、 ト レ ー ニ ン
グ 温 度 又 は オ ー ス テ ナ イ ト 温 度 に 、 あ る い は そ れ 以 上 に 加 熱 し て 形 状 記 憶 合 金 を オ ー ス テ
ナ イ ト 相 に お く 。 こ の オ ー ス テ ナ イ ト 相 で 、 形 状 記 憶 合 金 は 第 一 の 予 め 選 択 さ れ た 形 状 に
形 成 さ れ 、 一 旦 形 付 け た 後 、 マ ル テ ン サ イ ト 最 終 温 度 に 冷 却 し て 、 そ こ で 形 状 記 憶 合 金 は
マ ル テ ン サ イ ト 相 に 入 る 。 マ ル テ ン サ イ ト 最 終 温 度 は 、 ト レ ー ニ ン グ 温 度 よ り 低 い 温 度 で
あ れ ば 何 度 で も よ い 。 マ ル テ ン サ イ ト 相 に 入 っ た 時 点 で 、 形 状 記 憶 合 金 は 第 １ の 予 め 選 択
さ れ た 形 状 を 記 憶 す る よ う ト レ ー ニ ン グ 完 了 す る 。 マ ル テ ン サ イ ト 相 に あ る 間 は 、 合 金 は
軟 状 態 で あ り 、 第 ２ の 予 め 選 択 さ れ た 形 状 、 例 え ば 非 展 開 形 状 、 に 形 成 さ れ る 。 マ ル テ ン
サ イ ト 相 に あ る 形 状 記 憶 合 金 は 、 第 ２ の 予 め 選 択 さ れ た 形 状 を 維 持 す る よ う に 構 成 さ れ て
お り 、 次 い で 活 性 化 温 度 ま で 再 加 熱 さ れ る と 、 自 動 的 に 第 １ の 予 め 選 択 さ れ た 形 状 に 戻 る
。 活 性 化 温 度 は 、 マ ル テ ン サ イ ト 最 終 温 度 よ り 高 い 温 度 で あ れ ば 何 度 で も 良 く 、 一 般 的 に
は ト レ ー ニ ン グ 温 度 と ほ ぼ 同 じ で あ る 。 一 旦 、 第 １ の 予 め 選 択 さ れ た 形 状 に 回 復 す る と 、
形 状 記 憶 合 金 は 、 温 度 に 関 係 な く 第 １ の 予 め 選 択 さ れ た 形 状 を 維 持 す る よ う に 構 成 さ れ て
い る 。 一 般 的 に 、 当 業 者 に は 理 解 さ れ る と お り 、 形 状 記 憶 合 金 用 の ト レ ー ニ ン グ 温 度 、 マ
ル テ ン サ イ ト 最 終 温 度 、 活 性 化 温 度 は 、 組 成 に 応 じ て 調 整 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 NiTi合 金
組 成 に 加 え た わ ず か な 量 の ニ ッ ケ ル は 、 ト レ ー ニ ン グ 温 度 を ０ ℃ ～ １ ０ ０ ℃ に 変 化 さ せ う
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 一 般 的 に 、 上 述 の 脈 管 閉 塞 装 置 １ ０ は 、 送 出 カ テ ー テ ル を 介 し て 動 脈 瘤 ４ ０ に 送 出 さ れ
る 。 こ の カ テ ー テ ル は 、 装 置 １ ０ を 動 脈 瘤 ４ ０ に 送 出 し 、 そ の 送 出 の 間 、 装 置 １ ０ は 、 非
展 開 形 状 、 す な わ ち 元 の 管 状 形 状 を 保 持 す る 。 送 出 方 法 に つ い て は 、 下 記 に よ り 詳 細 に 説
明 す る 。 装 置 １ ０ が 展 開 す る と 、 装 置 １ ０ は 展 開 形 状 、 す な わ ち 図 １ に 示 す よ う に 近 位 お
よ び 遠 位 端 ２ ０ ／ ３ ０ を ひ ろ げ た 状 態 、 に な る 。 形 状 記 憶 合 金 を 使 用 し て 装 置 １ ０ を 形 成
す る こ と で 、 装 置 １ ０ を 動 脈 瘤 ４ ０ 内 で 展 開 形 状 に 拡 開 さ せ る 代 替 方 法 が 提 供 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
　 一 の 方 法 は 、 装 置 １ ０ が 、 展 開 し 、 動 脈 瘤 ４ ０ の 温 度 に 晒 さ れ た 時 に 、 動 脈 瘤 ４ ０ 内 で
自 己 拡 張 す る 構 成 で あ る 。 装 置 １ ０ が 展 開 し 、 動 脈 瘤 ４ ０ の 温 度 下 に 晒 さ れ た 時 に 動 脈 瘤
４ ０ 内 で 自 己 拡 張 す る た め に は 、 ト レ ー ニ ン グ 温 度 と 活 性 化 温 度 を 動 脈 瘤 の 温 度 、 あ る い
は 、 こ れ よ り す こ し 低 い 温 度 に 調 整 す る 。 こ の 温 度 は 、 約 ３ ７ ℃ 、 す な わ ち 人 間 の 体 温 で
あ る 。 マ ル テ ン サ イ ト 温 度 は 、 そ れ よ り 低 い 温 度 に 調 整 す る 。 こ れ ら の 温 度 を 設 定 し て 、
装 置 １ ０ を ト レ ー ニ ン グ 温 度 、 あ る い は そ れ 以 上 の 温 度 に 暖 め て 、 す な わ ち オ ー ス テ ナ イ
ト 相 に し て 、 上 述 の 通 り 所 望 の 展 開 さ れ た 形 状 と す る 。 次 い で 、 温 度 を マ ル テ ン サ イ ト 最
終 温 度 ま で 、 あ る い は そ れ 以 下 に 下 げ て 、 マ ル テ ン サ イ ト 相 と し 、 所 望 の 非 展 開 形 状 の 形
に す る 。 こ れ に 続 け て 、 下 記 に 述 べ る と お り 、 装 置 １ ０ を カ テ ー テ ル 内 に 配 設 す る 。 こ の
カ テ ー テ ル は 、 装 置 １ ０ を 周 囲 の 環 境 か ら 隔 絶 し 、 活 性 化 温 度 以 下 に 維 持 す る よ う な 素 材
で 構 成 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 こ の カ テ ー テ ル が 血 管 ６ ０ の 内 腔 ７ ５ に 挿 入 さ れ て も
、 装 置 １ ０ は カ テ ー テ ル 内 で は 展 開 形 状 に 開 か な い 。 装 置 １ ０ が 動 脈 瘤 ４ ０ 内 で 展 開 し 、
動 脈 瘤 温 度 に さ ら さ れ る と 、 装 置 の 温 度 が 活 性 化 温 度 ま で 、 あ る い は そ れ よ り 高 く 上 が り
、 装 置 １ ０ が 展 開 形 状 に 拡 開 す る 。 な ぜ な ら 、 合 金 は 好 ま し く は 、 「 ワ ン ウ エ イ 」 で 形 つ
け ら れ て い る の で 、 上 述 し た と お り 、 装 置 １ ０ は 温 度 に 無 関 係 に 展 開 形 状 を 維 持 す る こ と
に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 動 脈 瘤 内 で 装 置 １ ０ を 展 開 状 態 に 拡 開 さ せ る 代 替 の 方 法 は 、 形 状 記 憶 合 金 の 超 弾 性 を 利
用 す る こ と で あ る 。 上 述 し た と お り 、 装 置 １ ０ は 、 温 度 に 無 関 係 に そ の 展 開 形 状 を 維 持 す
る よ う に 構 成 さ れ た 後 、 オ ー ス テ ナ イ ト 相 に 維 持 さ れ る 。 装 置 １ ０ が そ の オ ー ス テ ナ イ ト
相 に あ る と き に 、 装 置 １ ０ は 、 超 弾 性 で あ り 、 従 っ て 、 装 置 １ ０ を あ る 程 度 変 形 し て も 、
そ の 展 開 形 状 に 戻 る こ と が で き る 。 こ の 装 置 １ ０ は 、 つ い で 、 以 下 に 述 べ る と お り 、 カ テ
ー テ ル の 内 壁 で 非 展 開 形 状 に 圧 縮 さ れ な が ら カ テ ー テ ル 内 に 配 設 さ れ る 。 装 置 １ ０ が カ テ
ー テ ル か ら 開 放 さ れ 動 脈 瘤 ４ ０ 内 に 入 る 時 、 圧 縮 を と か れ た 装 置 １ ０ は 、 超 弾 性 で あ る た
め 、 自 動 的 に 拡 開 し て 展 開 形 状 に な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ブ レ ー ド 状 の 管 状 エ レ メ ン ト １ の 構 造 及 び 製 造 プ ロ セ ス に つ い て は 、 Mazzochhiの 米 国
特 許 第 6,168,622号 、 第 ４ コ ラ ム 、 第 ３ ３ 行 か ら 第 ６ コ ラ ム 第 ２ ４ 行 、 及 び 図 １ Ａ 及 び １
Ｂ に 、 更 に 詳 細 に 述 べ ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ に 示 す 展 開 形 状 は 、 図 ２ （ ａ ）  に 示 す よ う に 、 各 々 筒 状 部 ９ ０ と 一 つ の 傘 状 ド ー
ム 型 モ ー ル ド ８ ５ を 有 す る ２ 本 の マ ン ド レ ル ８ ５ を 用 い て 形 成 さ れ る 。 エ レ メ ン ト １ の 各
端 部 を 広 が り な が ら 開 か せ る た め に 、 各 端 部 は マ ン ド レ ル ８ ５ の 筒 状 部 ９ ０ に 被 せ 、 ド ー
ム ８ ５ に 押 付 け て 圧 縮 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、 こ れ ら の 端 部 は ド ー ム ８ ５ の 形 状 に 合 致 し
、 広 が り な が ら 開 く 。 ２ 本 の マ ン ド レ ル ８ ０ と 、 エ レ メ ン ト １ の ア ッ セ ン ブ リ は 、 次 い で
、 ト レ ー ニ ン グ 温 度 、 あ る い は そ れ 以 上 に 加 熱 さ れ 、 エ レ メ ン ト １ を オ ー ス テ ナ イ ト 相 に
置 く 。 こ の ア ッ セ ン ブ リ は 、 展 開 形 状 が 形 成 さ れ る ま で そ の 温 度 に 保 た れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 い で 、 ア ッ セ ン ブ リ を マ ル テ ン サ イ ト 最 終 温 度 ま で 、 あ る い は そ れ よ り 低 い 温 度 に 下
げ て 、 エ レ メ ン ト １ を マ ル テ ン サ イ ト 相 に 置 く 。 マ ル テ ン サ イ ト 相 中 で 、 マ ン ド レ ル ８ ０
を エ レ メ ン ト １ か ら 離 し 、 エ レ メ ン ト １ を 、 非 展 開 形 状 、 例 え ば 、 元 の 管 状 形 状 に 形 成 す
る 。 こ の こ と は 、 エ レ メ ン ト １ を 筒 状 の マ ン ド レ ル ９ ５ に 被 せ 、 図 ２ ｂ に 示 す よ う に 、 開
い た 端 部 を 圧 縮 し 筒 状 の マ ン ド レ ル ９ ５ の 形 状 に 合 わ せ る こ と で 実 行 さ れ る 。 そ の 後 、 エ
レ メ ン ト １ は 活 性 化 温 度 ま で 再 加 熱 す る こ と に よ っ て 、 展 開 形 状 に 戻 す こ と が で き る 。 一
旦 、 展 開 形 状 に 戻 る と 、 エ レ メ ン ト １ は 、 温 度 に 関 係 な く 展 開 形 状 を 維 持 す る よ う に 構 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ３ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 に か か る 構 成 の 、 他 の 脈 管 閉 塞 エ レ メ ン ト
１ １ ０ が 、 動 脈 瘤 ４ ０ 内 で 完 全 に 展 開 さ れ た 状 態 で 示 さ れ て い る 。 図 １ に 示 す 実 施 例 と 同
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様 に 、 脈 管 閉 塞 エ レ メ ン ト １ １ ０ は 、 展 開 時 に は 、 一 般 に 、 中 央 管 状 エ レ メ ン ト １ １ ５ と
広 が っ た 遠 位 端 １ ３ ０ を 具 え る 。 こ の 脈 管 閉 塞 エ レ メ ン ト １ １ ０ は 、 更 に 、 平 ら な デ ィ ス
ク 形 状 の 近 位 端 １ ２ ０ を 有 す る 。 こ の デ ィ ス ク は 、 保 持 器 と し て 機 能 す る 。 近 位 端 １ ３ ０
は 、 頚 部 ７ ０ の 径 よ り 大 き な 径 を 有 し 、 従 っ て 、 入 口 ゾ ー ン １ ５ ０ を 完 全 に 覆 っ て い る 。
平 坦 デ ィ ス ク １ ３ ０ は 、 両 側 に ブ レ ー ド 状 の ワ イ ヤ 層 を 有 し 、 図 １ の 広 が っ た 近 位 端 ２ ０
が 一 層 で あ る の に 対 し 、 二 層 の ブ レ ー ド 状 の ワ イ ヤ に て 入 口 ゾ ー ン １ ５ ０ を 有 利 な 方 法 で
カ バ ー し て い る 。 図 １ に 示 す 脈 管 閉 塞 エ レ メ ン ト １ ０ の 開 い た 遠 位 端 ３ ０ と 同 様 に 、 開 い
た 遠 位 端 １ ３ ０ は 、 動 脈 瘤 ４ ０ の ド ー ム ４ ５ 近 傍 に 位 置 し て お り 、 エ レ メ ン ト １ １ ０ を ド
ー ム ４ ５ の 形 状 に 安 全 に 合 致 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ４ を 参 照 し て 、 図 ３ に 示 す 脈 管 閉 塞 装 置 １ １ ０ の 好 ま し い 一 の 製 造 方 法 に つ い て 述 べ
る 。 上 述 し た と お り 、 ブ レ ー ド 状 の 管 状 エ レ メ ン ト １ を 最 初 に 形 成 す る 。 展 開 形 状 の 形 成
は 、 図 ２ Ａ に 示 す マ ン ド レ ル ８ ５ の 一 方 と 、 図 ２ Ｂ に 示 す 筒 状 マ ン ド レ ル を 用 い て 、 図 ４
に 示 す よ う に 行 う 。 上 述 し た と お り 、 エ レ メ ン ト １ の 遠 位 端 を 開 く た め に は 、 遠 位 端 を ド
ー ム ８ ０ を 伴 う マ ン ド レ ル ８ ５ の 筒 状 部 ９ ０ に 被 せ 、 ド ー ム ８ ０ に 押 し 付 け 圧 縮 し て 、 遠
位 端 を 開 く よ う に す る 。 平 坦 デ ィ ス ク １ ２ ０ を 形 成 す る に は 、 近 位 端 を 筒 状 マ ン ド レ ル ９
５ 上 に 置 く 。 近 位 端 の 先 端 と 中 央 の 筒 状 部 １ １ ５ の 一 部 は 、 次 い で 、 筒 状 マ ン ド レ ル ９ ５
の 軸 に 沿 っ て 共 に 圧 縮 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、 近 位 端 が 平 坦 デ ィ ス ク １ ２ ０ の 形 状 に 広 が
る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ２ 本 の マ ン ド レ ル ８ ０ ／ ９ ５ と エ レ メ ン ト １ の ア ッ セ ン ブ リ を 、 ト レ ー ニ ン グ 温 度 、 ま
た は そ れ 以 上 の 温 度 に 加 熱 し て エ レ メ ン ト １ を オ ー ス テ ナ イ ト 相 に 置 く 。 こ の ア ッ セ ン ブ
リ は 、 展 開 形 状 １ １ ０ が 形 成 さ れ る ま で 、 そ の 温 度 を 維 持 す る 。 次 い で 、 ア ッ セ ン ブ リ を
、 マ ル テ ン サ イ ト 最 終 温 度 、 あ る い は そ れ 以 下 に 冷 却 し 、 エ レ メ ン ト １ １ ０ を マ ル テ ン サ
イ ト 相 に 置 く 。 マ ル テ ン サ イ ト 相 で は 、 マ ン ド レ ル ８ ０ ／ ９ ５ が 、 エ レ メ ン ト １ １ ０ か ら
と り は ず さ れ 、 エ レ メ ン ト １ １ ０ は 非 展 開 形 状 、 例 え ば 元 の 管 状 形 状 １ に 形 成 さ れ る 。 こ
れ は 、 エ レ メ ン ト １ １ ０ を 筒 状 マ ン ド レ ル ９ ５ 上 に 被 せ 、 開 い た 端 部 と 平 坦 デ ィ ス ク を 圧
縮 し て 、 図 ２ Ｂ に 示 す よ う に 、 筒 状 マ ン ド レ ル ９ ５ の 形 状 に 合 致 さ せ る こ と で 達 成 さ れ る
。 も し エ レ メ ン ト １ が 高 温 に さ ら さ れ た ら 、 展 開 形 状 に 拡 開 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 場
合 は 、 上 述 し た と お り 、 展 開 の 準 備 と し て エ レ メ ン ト １ を 送 出 カ テ ー テ ル 内 に 位 置 さ せ る
。 代 替 と し て 、 エ レ メ ン ト １ １ ０ が 圧 縮 力 か か ら 開 放 さ れ た と き に 膨 張 す る よ う に 構 成 さ
れ て い る 場 合 、 次 い で 、 エ レ メ ン ト １ を 活 性 化 温 度 に 、 あ る い は そ れ 以 上 に 再 加 熱 し 、 エ
レ メ ン ト １ を 展 開 形 状 １ １ ０ に 戻 し て 、 温 度 に 無 関 係 に 展 開 形 状 １ １ ０ を 維 持 す る よ う に
構 成 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ５ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 に か か る 他 の 脈 管 閉 塞 エ レ メ ン ト ２ １ ０ が
、 動 脈 瘤 ４ ０ 内 で 展 開 し た 状 態 で 示 さ れ て い る 。 展 開 し た 形 状 で 、 エ レ メ ン ト ２ １ ０ は 一
般 的 に 中 央 部 ２ １ ５ と 、 「 カ ッ プ 」 形 状 に 拡 開 し た 遠 位 端 ２ ３ ０ を 具 え る 。 代 替 と し て 、
こ の 遠 位 端 を 「 コ ー ン 」 形 状 に 拡 開 さ せ る よ う に し て も 良 い 。 脈 管 閉 塞 エ レ メ ン ト ２ １ ０
は 、 更 に 、 平 板 デ ィ ス ク 形 状 の 近 位 端 ２ ２ ０ を 具 え る 。 こ の 近 位 端 ２ ２ ０ は 、 頚 部 ７ ０ の
径 よ り も 径 が 大 き い 。 拡 開 し た カ ッ プ 形 状 ２ ３ ０ の み が 、 動 脈 瘤 ４ ０ 内 で 展 開 し 、 平 坦 デ
ィ ス ク ２ ２ ０ は 動 脈 瘤 ４ ０ す ぐ 外 側 の 血 管 ６ ０ の 内 腔 ７ ５ 内 に 展 開 し て お り 、 エ レ メ ン ト
２ １ ０ の ア ン カ と し て 機 能 し て い る 。 カ ッ プ 型 の 遠 位 端 ２ ３ ０ は 、 脈 管 閉 塞 コ イ ル や 、 液
体 塞 栓 物 質 な ど の 微 細 な 脈 管 閉 塞 装 置 を 保 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ６ を 参 照 す る と 、 図 ５ に 示 す 脈 管 閉 塞 装 置 ３ １ ０ の 一 つ の 好 ま し い 製 造 方 法 が 示 さ れ
て い る 。 上 述 し た と お り 、 ブ レ ー ド 状 の 管 状 エ レ メ ン ト １ を 最 初 に 形 成 す る 。 展 開 形 状 の
形 成 は 、 筒 状 部 ２ ９ ０ と 連 結 し た 外 側 に 向 い た カ ッ プ 状 ド ー ム ２ ８ ５ を 有 す る マ ン ド レ ル
２ ８ ０ と 、 筒 状 マ ン ド レ ル ９ ５ を 用 い て 行 う 。 カ ッ プ 形 状 を 形 成 す る た め に は 、 エ レ メ ン
ト １ の 遠 位 端 を 、 ド ー ム ２ ８ ５ を 有 す る マ ン ド レ ル ２ ８ ０ の 筒 状 部 分 ２ ９ ０ の 上 に 被 せ 、
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ド ー ム ２ ８ ５ に 押 し 付 け て 圧 縮 し 、 遠 位 端 を カ ッ プ 形 状 に 拡 開 さ せ る 。 平 坦 デ ィ ス ク を 形
成 す る に は 、 近 位 端 を 筒 状 マ ン ド レ ル ９ ５ の 上 に 位 置 さ せ る 。 近 位 端 の 先 端 と 中 央 筒 状 部
２ １ ５ の 一 部 を 、 筒 状 マ ン ド レ ル ９ ５ の 軸 に 沿 っ て 共 に 圧 縮 す る 。 こ れ に よ っ て 、 近 位 端
が 、 平 坦 デ ィ ス ク ２ ２ ０ の 形 状 に 広 が る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 い で 、 二 つ の マ ン ド レ ル ２ ８ ０ ／ ９ ５ と 、 エ レ メ ン ト １ の ア ッ セ ン ブ リ を ト レ ー ニ ン
グ 温 度 あ る い は そ れ 以 上 に 加 熱 し て 、 エ レ メ ン ト １ を オ ー ス テ ナ イ ト 相 に 置 く 。 こ の ア ッ
セ ン ブ リ は 展 開 形 状 ２ １ ０ が 形 成 さ れ る ま で 、 そ の 温 度 に 維 持 す る 。 次 い で 、 ア ッ セ ン ブ
リ を 、 マ ル テ ン サ イ ト 最 終 温 度 ま で 、 あ る い は そ れ 以 下 に 冷 却 し 、 エ レ メ ン ト ２ １ ０ を マ
ル テ ン サ イ ト 相 に 置 く 。 マ ー テ ン サ イ ト 相 で 、 マ ン ド レ ル ２ ８ ０ ／ ９ ５ を エ レ メ ン ト ２ １
０ か ら 外 し 、 エ レ メ ン ト ２ １ ０ を 非 展 開 形 状 、 す な わ ち 、 元 の 管 状 形 状 １ に 形 成 す る 。 こ
れ は 、 エ レ メ ン ト ２ １ ０ を 筒 状 マ ン ド レ ル ９ ５ の 上 に お い て 、 開 い た 端 部 と 平 坦 デ ィ ス ク
を 圧 縮 し て 、 筒 状 マ ン ド レ ル ９ ５ の 形 状 と 一 致 さ せ る こ と に よ っ て 行 わ れ る 。 エ レ メ ン ト
１ が 、 高 温 に さ ら さ れ た と き に 、 展 開 形 状 に 開 く よ う に 構 成 さ れ て い れ ば 、 上 述 し た と お
り 、 次 い で 、 エ レ メ ン ト １ は 、 展 開 準 備 の た め に 送 出 カ テ ー テ ル 内 に 置 く よ う に し て も 良
い 。 代 替 と し て 、 エ レ メ ン ト １ １ ０ が 圧 縮 力 か ら 開 放 さ れ た と き に 開 く よ う に 構 成 さ れ て
い る 場 合 、 エ レ メ ン ト １ を 活 性 温 度 に 、 あ る い は そ れ 以 上 に 再 加 熱 し 、 エ レ メ ン ト １ を 展
開 形 状 １ １ ０ に 戻 し て 、 温 度 に 関 係 な く 展 開 形 状 １ １ ０ を 保 持 す る よ う に 構 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ７ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 に 係 る 、 他 の 脈 管 閉 塞 エ レ メ ン ト ３ １ ０ が
、 動 脈 瘤 ４ ０ 内 で 展 開 さ れ て い る 。 展 開 形 状 に お い て は 、 エ レ メ ン ト ３ １ ０ は 一 般 的 に 、
中 央 部 ３ １ ５ と 、 遠 位 及 び 近 位 の 各 端 部 に 形 成 さ れ た 第 １ 及 び 第 ２ の 平 坦 デ ィ ス ク ３ ３ ０
／ ３ ２ ０ を 有 す る 。 遠 位 端 に あ る 第 １ の 平 坦 デ ィ ス ク ３ ３ ０ の み が 動 脈 瘤 ４ ０ 内 に 展 開 し
て お り 、 一 方 、 第 ２ の 平 坦 デ ィ ス ク ３ ２ ０ は 、 動 脈 瘤 ４ ０ の す ぐ 外 側 の 血 管 ６ ０ の 内 腔 ７
５ 内 に 展 開 し て 、 エ レ メ ン ト ３ １ ０ を そ の 位 置 に 固 定 す る ア ン カ と し て 機 能 し て い る 。 第
１ の 平 坦 デ ィ ス ク ３ ３ ０ は 、 図 ５ に 示 す カ ッ プ 形 状 ２ ３ ０ よ り 広 い 範 囲 を カ バ ー し て い る
。 上 述 し た 他 の 装 置 と 同 様 に 、 装 置 ３ １ ０ も 、 脈 管 閉 塞 コ イ ル や 液 体 塞 栓 物 質 な ど の よ う
な 微 細 な 脈 管 閉 塞 装 置 を 保 持 す る こ と が で き る 。 中 央 部 ３ １ ５ は 、 従 来 の よ う に 、 シ ー ル
し て 、 微 細 な 脈 管 閉 塞 装 置 が 外 側 に 移 動 す る こ と を 防 ぐ よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ８ を 参 照 し て 、 図 ７ に 示 す 脈 管 閉 塞 装 置 ３ １ ０ の 一 つ の 好 ま し い 製 造 方 法 を 以 下 に 述
べ る 。 上 述 し た と お り 、 ブ レ ー ド 状 の 管 状 エ レ メ ン ト １ を ま ず 形 成 す る 。 展 開 形 状 の 形 成
は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 筒 状 の マ ン ド レ ル ９ ５ を 用 い て 行 う 。 第 一 の 平 坦 デ ィ ス ク ３ ３ ０
を 形 成 す る た め に 遠 位 端 を 筒 状 マ ン ド レ ル ９ ５ の 上 に 置 く 。 次 い で 、 遠 位 端 の 先 端 と 中 央
管 状 部 ３ １ ５ の 一 部 を 筒 状 マ ン ド レ ル ９ ５ の 軸 に 沿 っ て 共 に 圧 縮 す る 。 こ れ に よ っ て 、 遠
位 端 が 平 坦 デ ィ ス ク ３ ３ ０ の 形 状 に 開 く 。 第 ２ の 平 坦 デ ィ ス ク ３ ２ ０ を 形 成 す る た め に 、
近 位 端 を 筒 状 マ ン ド レ ル ９ ５ 上 に 置 く 。 次 い で 、 こ の 近 位 端 の 先 端 と 中 央 管 状 部 ３ １ ５ の
一 部 を 、 筒 状 マ ン ド レ ル ９ ５ の 軸 に 沿 っ て 共 に 圧 縮 す る 。 こ れ に よ っ て 、 近 位 端 が 、 平 坦
デ ィ ス ク ３ ２ ０ の 形 状 に 開 く 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 次 い で 、 マ ン ド レ ル ９ ５ と エ レ メ ン ト １ の ア ッ セ ン ブ リ を ト レ ー ニ ン グ 温 度 ま で 、 あ る
い は そ れ 以 上 に 加 熱 し て 、 エ レ メ ン ト １ を オ ー ス テ ナ イ ト 相 に 置 く 。 こ の ア ッ セ ン ブ リ を
、 展 開 形 状 ３ １ ０ が 形 成 さ れ る ま で こ の 温 度 に 保 つ 。 次 い で 、 こ の ア ッ セ ン ブ リ を マ ル テ
ン サ イ ト 最 終 温 度 ま で 、 あ る い は そ れ 以 下 に 冷 却 し て 、 エ レ メ ン ト ３ １ ０ を マ ル テ ン サ イ
ト 相 に 置 く 。 マ ル テ ン サ イ ト 相 で 、 マ ン ド レ ル ９ ５ を エ レ メ ン ト ３ １ ０ か ら 取 り 外 し て 、
エ レ メ ン ト ３ １ ０ を 非 展 開 形 状 、 例 え ば 元 の 管 状 形 状 １ に す る 。 こ の こ と は 、 図 ２ （ ｂ ）
に 示 す よ う に 、 エ レ メ ン ト ３ １ ０ を 筒 状 マ ン ド レ ル ９ ５ の 上 に お い て 、 平 坦 デ ィ ス ク ３ ２
０ ／ ３ ３ ０ を 圧 縮 し 、 筒 状 マ ン ド レ ル ９ ５ の 形 状 に す る こ と に よ っ て 実 行 さ れ る 。 エ レ メ
ン ト １ が 高 温 に さ ら さ れ た と き に 展 開 形 状 に 開 く よ う に 構 成 さ れ て い る 場 合 は 、 上 述 し た
と お り 、 エ レ メ ン ト １ を 展 開 準 備 用 に 送 出 カ テ ー テ ル 内 に 置 く よ う に し て も 良 い 。 代 替 的
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に 、 エ レ メ ン ト １ １ ０ が 圧 縮 力 か ら 開 放 さ れ た と き に 開 く よ う に 構 成 さ れ て い る 場 合 、 エ
レ メ ン ト １ を 活 性 温 度 に あ る い は そ れ 以 上 に 再 加 熱 し て 、 エ レ メ ン ト １ を 展 開 形 状 １ １ ０
に 戻 し 、 温 度 に 関 係 な く 展 開 形 状 １ １ ０ を 維 持 す る よ う に 構 成 す る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 上 述 し た と お り 、 上 述 の 脈 管 閉 塞 装 置 は 、 一 般 的 に 送 出 カ テ ー テ ル を 介 し て 血 管 内 の 動
脈 瘤 に 送 出 さ れ る 。 図 ９ （ ａ ） ～ （ ｃ ） を 参 照 す る と 、 脈 管 閉 塞 装 置 の 展 開 方 法 と 、 こ の
場 合 の 送 出 カ テ ー テ ル ４ ５ ０ を 介 し て 脈 管 閉 塞 装 置 １ ０ を 動 脈 瘤 ４ ０ へ 送 出 す る 方 法 が 記
載 さ れ て い る 。 ま ず 図 ９ （ ａ ） を 参 照 す る と 、 カ テ ー テ ル ４ ５ ０ は 、 動 脈 瘤 ４ ０ の ネ ッ ク
７ ０ 内 に 位 置 す る よ う 操 作 さ れ て い る 。 こ の 時 点 で は 、 脈 管 閉 塞 装 置 １ ０ は 、 非 展 開 形 状
に あ り 、 電 解 切 断 可 能 な ジ ョ イ ン ト ４ ５ ５ を 介 し て 内 部 ガ イ ド ワ イ ヤ ４ ６ ５ に 接 続 さ れ て
い る 。 脈 管 閉 塞 装 置 １ ０ と ガ イ ド ワ イ ヤ ４ ６ ５ の ア ッ セ ン ブ リ は 、 送 出 カ テ ー テ ル の 内 腔
内 に 、 装 置 １ ０ が カ テ ー テ ル ４ ５ ０ の 遠 位 端 に 位 置 す る よ う に 延 在 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ９ （ ｂ ） を 参 照 す る と 、 次 い で 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ４ ６ ５ が カ テ ー テ ル ４ ５ ０ の 遠 位 端 に
向 け て 押 さ れ 、 脈 管 閉 塞 装 置 １ ０ を 、 ネ ッ ク ７ ０ を 介 し て 、 カ テ ー テ ル の 遠 位 端 の 外 の 動
脈 瘤 ４ ０ 内 へ 延 在 さ せ る 。 脈 管 閉 塞 装 置 １ ０ は 、 カ テ ー テ ル ４ ５ ０ か ら 押 し 出 さ れ る に つ
れ 、 装 置 １ ０ の カ テ ー テ ル ４ ５ ０ の 束 縛 か ら 自 由 に な っ た 部 分 が 、 展 開 形 状 、 例 え ば 、 遠
位 端 ３ ０ が 広 が っ た 形 状 に 開 く 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 上 述 し た と お り 、 装 置 １ ０ は 動 脈 瘤 ４ ０ に 送 出 さ れ た と き に 、 そ の マ ル テ ン サ イ ト 相 に
あ り 、 動 脈 瘤 ４ ０ の 温 度 に さ ら さ れ て 開 く よ う に 構 成 し て も よ い 。 従 っ て 、 カ テ ー テ ル ４
５ ０ の 外 側 に 出 た と き 、 装 置 １ ０ の 温 度 が 上 昇 し 、 装 置 １ ０ は オ ー ス テ ナ イ ト 相 に 入 り 、
展 開 形 状 に 開 く 。 代 替 と し て 、 装 置 １ ０ が 超 弾 性 で あ り 、 カ テ ー テ ル ４ ５ ０ に よ っ て 束 縛
さ れ て い な い と き に 自 動 的 に 開 く よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ９ （ ｃ ） を 参 照 す る と 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ４ ６ ５ は 、 装 置 １ ０ の 近 位 端 ２ ０ が 動 脈 瘤 ４ ０
内 で 展 開 す る ま で 、 装 置 １ ０ を カ テ ー テ ル の 外 に 押 し 出 し 続 け 、 上 述 し た 遠 位 端 ３ ０ の よ
う に 、 展 開 形 状 、 例 え ば 、 近 位 端 ２ ０ が 拡 開 し た 形 状 、 に 開 か せ る 。 装 置 １ ０ を カ テ ー テ
ル ４ ５ ０ か ら 切 り 離 す た め に 、 電 流 が ガ イ ド ワ イ ヤ ４ ６ ５ に 流 さ れ 、 カ テ ー テ ル １ ０ の 近
位 端 ２ ０ か ら ジ ョ イ ン ト ４ ５ ５ を 切 断 す る 。 こ の よ う 電 解 的 に 切 断 可 能 な ジ ョ イ ン ト の 構
造 、 配 置 、 そ の 他 の 物 理 的 な 詳 細 に つ い て は 、 Guglielmi他 の 米 国 特 許 第 5,122,136号 、 Gu
glielmi他 の 米 国 特 許 第 5,354,295号 、 Pham他 の 米 国 特 許 第 5,624,449号 、 そ の 他 に 記 載 さ
れ て い る 。 脈 管 閉 塞 装 置 １ １ ０ な ど の 他 の タ イ プ の 脈 管 閉 塞 装 置 も 、 上 に 記 載 し た 方 法 で
、 動 脈 瘤 ４ ０ 内 に 送 出 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 代 替 的 に 、 図 １ ０ （ ａ ） ～ （ ｃ ） を 参 照 す る と 、 脈 管 閉 塞 装 置 を 動 脈 瘤 ４ ０ へ 送 出 す る
引 き 込 み 式 シ ー ス 法 と 、 こ の 場 合 の 脈 管 閉 塞 装 置 ３ １ ０ が 記 載 さ れ て い る 。 図 １ ０ （ ａ ）
を 参 照 す る と 、 カ テ ー テ ル ５ ５ ０ は 、 動 脈 瘤 ４ ０ の 頚 部 ７ ０ の す ぐ 内 側 に 位 置 す る よ う に
操 作 さ れ て い る 。 こ の 時 点 で は 、 脈 管 閉 塞 装 置 １ ０ は 非 展 開 形 状 に あ り 、 送 出 カ テ ー テ ル
５ ６ ５ の 内 腔 ５ ８ ０ 内 に 延 在 す る 内 側 ガ イ ド ワ イ ヤ ５ ６ ５ の 上 に 位 置 し て い る 。 カ テ ー テ
ル ５ ６ ５ の 外 壁 ５ ５ ５ が 内 腔 ５ ８ ０ を 作 り 、 シ ー ス と し て 機 能 す る 。 脈 管 閉 塞 装 置 ３ １ ０
と ガ イ ド ワ イ ヤ ５ ６ ５ の ア ッ セ ン ブ リ が 、 送 出 カ テ ー テ ル ４ ５ ０ の 内 腔 ５ ８ ０ 内 に 延 在 し
て お り 、 デ バ イ ス １ ０ が カ テ ー テ ル ５ ５ ０ の 遠 位 端 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 １ ０ （ ｂ ） を 参 照 す る と 、 次 い で 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ５ ６ ５ が 、 押 し 込 ま れ て 、 脈 管 閉 塞
装 置 ３ １ ０ の 遠 位 端 が カ テ ー テ ル ５ ５ ０ の 外 に 延 在 し 、 頚 部 ７ ０ を 介 し て 、 動 脈 瘤 ４ ０ 内
に 入 っ て い る 。 カ テ ー テ ル ５ ５ ０ か ら 一 旦 開 放 さ れ る と 、 装 置 ３ １ ０ の 遠 位 端 ３ ３ ０ は 、
動 脈 瘤 ４ ０ 内 で 頚 部 ７ ０ 近 く の 内 壁 近 傍 に お い て 、 広 が っ て 第 １ の 平 坦 デ ィ ス ク に な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 上 述 し た と お り 、 装 置 ３ １ ０ は 、 動 脈 瘤 ４ ０ に 送 出 さ れ る 時 に マ ル テ ン サ イ ト 相 に あ り
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、 動 脈 瘤 ４ ０ の 温 度 に さ ら さ れ た と き に 開 く よ う に 構 成 で き る 。 従 っ て 、 カ テ ー テ ル ５ ５
０ の 外 側 に 位 置 し た と き に 、 装 置 ３ １ ０ の 温 度 は 上 昇 し 、 装 置 ３ １ ０ は オ ー ス テ ナ イ ト 相
に 入 っ て 、 展 開 形 状 に 開 く 。 代 替 と し て 、 装 置 ３ １ ０ を 、 超 弾 性 に し て 、 カ テ ー テ ル ５ ５
０ の 束 縛 が な く な っ た と き に 開 く よ う に も で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 １ ０ （ ｃ ） を 参 照 す る と 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ５ ６ ５ は 、 装 置 ３ １ ０ の 近 位 端 ３ ２ ０ が 動 脈
瘤 ４ ０ の す ぐ 外 側 で 展 開 す る ま で カ テ ー テ ル の 外 に 装 置 ３ １ ０ を 押 し 出 し 続 け 、 遠 位 端 ３
３ ０ に つ い て 上 述 し た と お り 、 展 開 形 状 、 例 え ば 、 第 ２ の 平 坦 デ ィ ス ク 形 状 に 開 く 。 装 置
３ １ ０ を カ テ ー テ ル ４ ５ ０ か ら 開 放 す る た め に 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ５ ６ ５ は 装 置 ３ １ ０ か ら 引
き 出 さ れ 、 カ テ ー テ ル ５ ５ ０ は 動 脈 瘤 ４ ０ 及 び 血 管 ６ ０ か ら 引 き 出 さ れ る 。 拡 開 し た 装 置
３ １ ０ は 動 脈 瘤 ４ ０ 内 の 位 置 に 固 定 さ れ 、 カ テ ー テ ル ５ ５ ０ と と も に 引 き 出 さ れ る こ と は
な い 。 脈 間 閉 塞 装 置 ３ １ ０ な ど の 他 の タ イ プ の 脈 管 閉 塞 装 置 も 、 上 に 上 述 し た 方 法 で 、 動
脈 瘤 ４ ０ に 送 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 上 述 し た と お り 、 脈 管 閉 塞 装 置 ３ １ ０ な ど の 脈 管 閉 塞 装 置 は 、 脈 管 閉 塞 装 置 と し て 、 及
び ／ 又 は 、 脈 管 閉 塞 装 置 保 持 器 と し て も 機 能 す る 。 そ の 際 、 展 開 後 、 微 細 な 脈 管 閉 塞 装 置
７ ３ ０ が 動 脈 瘤 ４ ０ 内 に 送 出 さ れ 、 図 １ ０ （ ｄ ） に 記 載 す る と お り 、 装 置 ３ １ ０ に よ っ て
保 持 さ れ る 。 こ れ は 、 脈 管 閉 塞 装 置 内 の 軸 方 向 の 内 腔 を 保 持 し て 、 そ の 中 に カ テ ー テ ル ７
４ ０ を 通 し 、 脈 管 閉 塞 コ イ ル ７ ３ ０ 、 ま た は 液 体 塞 栓 物 質 な ど の 材 料 を 挿 入 す る こ と で 達
成 さ れ る 。 こ れ は 動 脈 瘤 ７ ０ ０ 内 の 血 栓 形 成 を 更 に 改 善 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 そ の 他 の 代 替 例 と し て 、 図 １ １ （ ａ ） ～ （ ｃ ） を 参 照 す る と 、 脈 管 閉 塞 装 置 を 動 脈 瘤 ４
０ へ 送 出 す る 押 し 出 し 法 と 、 こ の 場 合 の 脈 管 形 成 装 置 ２ １ ０ が 記 載 さ れ て い る 。 図 １ １ （
ａ ） を 参 照 す る と 、 カ テ ー テ ル ６ ５ ０ は 、 動 脈 瘤 ４ ０ の 頚 部 ７ ０ の す ぐ 内 側 に 推 し 進 め ら
れ る 。 こ の 時 点 で は 、 脈 管 閉 塞 装 置 ２ １ ０ は 、 非 展 開 形 状 に あ り 、 動 脈 瘤 ４ ０ に 向 け ら れ
て い る カ テ ー テ ル ６ ５ ０ の 遠 位 先 端 部 近 く で 、 送 出 カ テ ー テ ル ６ ５ ０ の 内 腔 ６ ８ ０ の 中 、
頚 部 ７ ０ の す ぐ 外 側 に 位 置 し て い る 。 内 腔 ６ ５ ５ 内 に 延 在 す る ガ イ ド ワ イ ヤ ６ ６ ５ は 、 装
置 ２ １ ０ を カ テ ー テ ル ６ ５ ０ の 外 へ 、 動 脈 瘤 ４ ０ の 中 に 向 け て 押 し 出 せ る 位 置 に あ る 。 動
脈 瘤 ４ ０ 内 で 、 上 述 し た よ う に 、 装 置 ２ ３ ０ が 広 が り 展 開 形 状 に な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 １ １ （ ｂ ） を 参 照 す る と 、 次 い で 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ６ ６ ５ が 押 さ れ 、 脈 管 閉 塞 装 置 ２ １
０ の 遠 位 端 が 、 カ テ ー テ ル ６ ５ ０ の 外 に 出 て 、 頚 部 ７ ０ を 介 し て 動 脈 瘤 ４ ０ 内 へ 延 在 す る
。 カ テ ー テ ル ５ ５ ０ か ら 開 放 さ れ る と 、 装 置 ２ １ ０ の 遠 位 端 ２ ３ ０ は 動 脈 瘤 ４ ０ 内 の 頚 部
７ ０ 近 く の 内 壁 近 傍 で 拡 開 し た カ ッ プ 形 状 に 開 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 上 述 し た と お り 、 装 置 ２ １ ０ は 、 動 脈 瘤 ４ ０ に 送 出 さ れ た と き に マ ル テ ン サ イ ト 相 に あ
り 、 動 脈 瘤 ４ ０ の 温 度 に さ ら さ れ る と 開 く よ う に 構 成 で き る 。 従 っ て 、 カ テ ー テ ル ６ ５ ０
の 外 側 に く る と 、 装 置 ２ １ ０ の 温 度 が 上 昇 し 、 装 置 ２ １ ０ が オ ー ス テ ナ イ ト 相 に 入 り 、 展
開 形 状 に 開 く 。 代 替 と し て 、 装 置 ２ １ ０ を 、 超 弾 性 に し て 、 カ テ ー テ ル ６ ５ ０ か ら 開 放 さ
れ た と き に 開 く よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 １ １ （ ｃ ） を 参 照 す る と 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ６ ６ ５ は 、 装 置 ２ １ ０ の 近 位 端 ２ ２ ０ が カ テ
ー テ ル の 外 側 へ 出 て 、 動 脈 瘤 ４ ０ の す ぐ 外 側 で 展 開 す る ま で 装 置 ２ １ ０ を 押 し 続 け 、 遠 位
端 ２ ３ ０ に つ い て 上 述 し た と お り 、 展 開 形 状 、 例 え ば 平 坦 デ ィ ス ク 形 状 に 開 く 。 次 い で 、
カ テ ー テ ル ６ ５ ０ は 動 脈 瘤 ４ ０ と 血 管 ６ ０ の 外 に 引 き 出 さ れ 、 自 身 を 装 置 ２ １ ０ か ら 分 離
す る 。 拡 開 し た 装 置 ２ １ ０ は 、 動 脈 瘤 ４ ０ 内 の 位 置 に 固 定 さ れ 、 カ テ ー テ ル ６ ５ ０ と 一 緒
に 引 っ 張 り 出 さ れ る こ と は な い 。 脈 管 閉 塞 装 置 ２ １ ０ な ど の 他 の タ イ プ の 脈 管 閉 塞 装 置 も
、 上 述 し た 方 法 で 、 動 脈 瘤 ４ ０ 内 に 送 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 し た が 、 様 々 な 変 形 例 が 本 発 明 の 範 囲 か ら 外 れ る こ と な く 考 え ら
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れ る 。 こ れ ら の 変 形 例 お よ び 均 等 物 は 、 請 求 項 で カ バ ー さ れ る 。

【 図 １ 】

【 図 ２ Ａ 】

【 図 ２ Ｂ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ Ａ 】

【 図 ９ Ｂ 】

【 図 ９ Ｃ 】

【 図 １ ０ Ａ 】

【 図 １ ０ Ｂ 】
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【 図 １ ０ Ｃ 】

【 図 １ ０ Ｄ 】

【 図 １ １ Ａ 】

【 図 １ １ Ｂ 】

【 図 １ １ Ｃ 】
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